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１．はじめに 

 鳥取県の北条砂丘ではナガイモの生産が盛んに行われ，砂丘ナガイモとしてブランド化

してきた．近年，ナガイモ表面に発生する黒陥没障害による品質低下が大きな問題となっ

ており，筆者らはその発生原因を追及してきた．ここでは2014年度の調査結果を報告する．  

２．調査内容 

 実験は黒陥没障害が多発する実際

の農地で実施した．15×14.4 m の区

画を 18処理区に分割し 3種類の窒素

施用処理区（慣行区，4・6 月 3 倍区，

4・6・7 月 3 倍区）を設置した．4・

6 月 3 倍区では 4 月と 6 月に慣行の 3

倍の追肥を実施し，4・6・7 月 3 倍

区では，7 月にも慣行の 3 倍の追肥

を実施した．各処理は 6 反復とした．

なお，本圃場では元肥と飛砂防止の

ために稲藁を施用している．各処理

区には畝間 0.8m で 3 列の畝を立て，

ナガイモの種イモを株間 0.27m で 1

列につき 56 株定植した．ナガイモの

植付は 4 月 24 日，掘り取りは 11 月 7 日に行った．  

圃場では体積含水率（θ），土壌の電気伝導度（ECb），降水量，微気象環境を計測した．

θの鉛直分布はプロファイルプローブ（PR2/6，Delta-T 社）を用いて全処理区で週 1 回マ

ニュアル測定した．図１中 の処理区で表層 30 ㎝の平均体積含水率を TDR センサー

（CS615，Campbell 社）で自動計測した．降水量と灌水量は合わせて雨量計（Hobo rain, Onset

社）で自動計測した．ECb は TDR センサー（CS630・CS635，Campbell 社）を図１中 の

処理区の 20，40 cm 深に挿入して測定した．測定期間は 5 月 15 日～10 月 22 日である．  

３．結果と考察  

図 2 に黒陥没障害の発生状況を示す．各処理区の障害発生の株数は，4・6 月 3 倍区が
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22 株，4・6・7 月 3 倍区が 20 株，慣

行区が 4 株と，3 倍区と慣行区の差

が明確に現れていた．一方，3 倍区

間では施肥量の多寡による障害発生

株数に顕著な差はない．このことか

ら 4～6 月の施肥が黒陥没障害の発

生に影響を与えると推察される．

図 2 の中の処理区⑭と⑰はいずれ

も 4・6・7 月 3 倍区である．同じ窒

素施用処理であるにも関わらず黒陥

没障害の発生量に明確な差が認めら

れる．そこで，両区の深さ 30 cm ま

での平均体積含水率を図 3 に示した．

図より，黒陥没障害の発生量が多い

⑭の土壌水分が湿潤状態で推移して

いたことがわかる．このことより，

黒陥没障害は，湿潤状態と多肥

状態が同時に生じた場合に発生

しやすくなると推察された．図

2 より処理区⑦～⑫では施肥処

理による差は明確ではなく，黒

陥没障害はほとんど発生してい

ないといえる．図 4 に処理区⑦

～⑫の平均体積含水率の変化を

示す．3 倍区間で体積含水率の

差はほとんどない．図 3，4 の結

果から，7 月下旬までの処理区

⑦～⑫の体積含水率は処理区⑭と

比較して小さく，それ以後はほぼ

同程度の湿潤度といえる．このこ

とから，黒陥没障害の発生は 7 月

までの土壌の湿潤度の影響が大き

いと思われる． 

４．おわりに 

本研究の結果から，4～6 月まで

の多肥と土壌の湿潤が同時に生じ

た場合にナガイモ黒陥没障害は多

く発生する傾向があることが明らかとなった．次のステップとして，黒陥没障害の発生を

抑制できる施肥量，土壌湿潤度の閾値を定量化する必要がある．
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図 4 処理区⑦～⑫の表層 30 ㎝の平均体積含水率  
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図 3 表層 100cm の平均体積含水率  
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図 2 黒陥没発生状況  

⑭ ⑰

－ 343 －




